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同
窓
会
員
の
皆
様
ヘ

星

真

田

中

仁

純

（第

二
十
五
期
）

今 学校では

校長 山  本  達  行

同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
益
々

ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
去
る

九
月
十
九
日
、
定
時
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
永
年
親
し

ん
だ

「金
勇
」
か
ら
プ
ラ
ザ
都
に

会
場
を
移
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る

「金
勇
」
が
八
月
い

っ
ぱ

い
で
閉

業
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
能
代

市
民
と
し
て
淋
し
い
限
り
で
あ
り

ま
す
。
齊
藤
能
代
市
長
の
挨
拶
も

あ
り
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
出
来

ま
し
た
。

今
年
は
役
員
改
選
が
あ
り
、
新

役
員
に
袴
田
俊
英
氏

（４７
期
）
と

泉

（旧
姓
矢
田
部
）
牧
子
氏

（４８

期
）
の
二
名
を
迎
え
他
は
再
任
と

な
り
ま
し
た
。

同
窓
会
は
昨
年
か
ら
学
校

へ
の

依
存
を
軽
減
し
て
自
主
運
営
を
旨

と
し
て
歩
ん
で
い
ま
す
。
多
く
の

問
題
解
決
と
基
盤
充
実
に
努
力
す

る
よ
う
に
と
の
再
任
で
あ

っ
た
と

考
え
て
い
ま
す
。
諸
問
題
の

一
点

に
会
報

「松
陵
」
が
あ
り
ま
す
。

「松
陵
」
は
今
年
で
二
十
号
の
発

行
と
な
り
ま
し
た
。
同
窓
生
を
結

ぶ
絆
と
し
て
意
義
有
る
存
在
で
あ

り
ま
す
。

「松
陵
」
を
発
行
す
る

に
あ
た
り
、
決
算
書
に
も
あ
り
ま

す
よ
う
に
約
二
百
万
円
程
の
費
用

が
掛
か
り
ま
す
。
発
行
部
数
は

一

万
四
千
部
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に

は
企
画

・
編
集
等
の
人
件
費
は
含

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の

「松
陵
」
発
行
の
財
源
は

皆
様
か
ら
の
会
費
が
あ
て
ら
れ
ま

す
。
会
費
の
集
ま
り
は
こ
こ
数
年

二
百
万
円
を
上
下
し
て
い
る
現
状

で
す
。
従

っ
て
他
の
事
業
展
開
が

困
難

を
き
た
し

て

い
る
わ
け

で

す
。
今
後
こ
の
状
態
が
続
け
ば
経

済
情
勢
の
推
移
に
よ

っ
て
は
発
行

も
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
が
心
配
さ
れ

ま
す
。

自
分
達
が
巣
立

っ
た
母
校
の
情

報
や
同
窓
生
の
消
息
な
ど
、
わ
ず

か
年

一
回
の
発
行
で
は
あ
り
ま
す

が
、

「松
陵
」

の
灯
は
消
し
た
く

な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

「方
向

転
換
」
か

「継
続
」
か
選
択
に
せ

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
平

素
よ
り
格
別
な
る
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
時
代
の

変
化
に
伴
う
様
々
な
課
題
を

抱
え

つ
つ
も
、
校
是

「文
武

両
道
」
の
も
と
、
着
実
に
前

進
し
て
い
る
も
の
と
確
信
し

て
い
ま
す
。
甲
子
園
を
逃
し
、

同
窓
生
に
寂
し
い
思
い
を
さ

せ
た
こ
と
は
事
実

で
す
が
、

様
々
な
部
活
動
の
頑
張
り
や

過
去
最
高
に
な

っ
た
今
春
の

進
学
実
績
に
、
能
代
高
校
生

の
ポ

テ
ン
シ
ヤ
ル
の
高
さ
を

感
じ

て
い
ま
す
。

「
両
立
」

の
古
く
て
新
し
い
課
題
に
立

ち
向
か
わ
せ
な
が
ら
、
自
主

性
を
尊
重
し
た
運
動
部
の
活

性
化
を
図

っ
て
い
き
た
い
と

ま
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
皆

様
の
英
知
と
協
力
を
切
に
お
願
い

致
し
ま
す
。
混
迷
す
る
時
代
で
す
。

◎
日
時
　
平
成
二
十

一
年

一
月
二
十
三
日
働

講
演
会
　
午
後
五
時
二
十
分
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師
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忠
夫
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三
菱
電
機
電
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事
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ロ

演
　
題
　
日
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し
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誇
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十
日
本
近
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史
の
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考
察
―

◎
会
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思
い
ま
す
。

今
、
学
校
は
文
字
通
り
の

勉
学
の
秋
、
実
り
の
秋
を
迎

え
て
い
ま
す
。
生
徒
の
姿
勢

も
顔

つ
き
も
、
３
年
生
を
筆

頭
に
勉
強
モ
ー
ド
に
な

っ
て

き
ま
し
た
。
自
分
の
目
標
を

掴
ん
だ
生
徒
の
頑
張
り
に
は

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、

そ
の
成
果
に
期
待
し
て
い
ま

す
。さ

て
、
昨
年
度
か
ら
始
め

た

「ウ
イ
ル

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
も
２
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
生
徒
は
、

「聴
く

。
調

べ
る

。
体
験
す
る

。
表
現
す

る
」
活
動
を
と
お
し
て
、
自

分
の
夢
や
適
性
、
社
会
生
活

で
必
要
と
さ
れ
る
価
値
観
な

ど
に
つ
い
て
学
び
、
人
間
と

し
て
の
成
長
を
見
せ
始
め
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
プ

ロ

ジ

ェ
ク
ト
の
も
う

一
つ
の
柱

で
あ
る

「学
習
指
導
の
改
善
」

に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
授
業
に

つ
い
て
は
、

検
討
段
階
か
ら
試
行

へ
と
移

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
成

果
と
と
も
に
様
々
な
問
題
点

も
明
ら
か
に
な
る
と
思
い
ま

す
が
、
能
代
高
校
方
式
と
い

っ
た
指
導
法
を
確
立
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

混
迷
を
深
め
る
社
会
世
相

の
中
で
、
学
校
本
来
の
あ
り

方
と
生
徒

・
地
域
の
エ
ー
ズ

を
考
え
な
が
ら
、
新
た
な
教

育
の
創
造
に
挑
戦
し
て
い
く

つ
も
り
で
す
。
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

皆
様
に
は
ご
健
康
で
過
ご
さ
れ
ま

す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ

挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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歌
式
野
速
の
思
い
出

本

屋

徳

日

部

玉

に

る

小

ろ

え

る

後

見

語

ヽ
が

を

側
鵬
咄
生

げ
駒
配
位

小
玉
徳
征
先
生
は
昭
和
三
十
九

年
度
に
教
員
と
な
り
、
最
初
は
能

代
工
業
高
校
に
勤
務
、
昭
和
四
十

八
年
に
本
校

へ
転
勤
と
な

っ
た
。

翌
四
十
九
年
秋
に
高
塙
の
新
校
舎

に
移
転
。

こ
の
年
軟
式
野
球
部
は
加
賀
正

隆
部
長
、
久
保
田
豪
監
督
で
奥
羽

大
会
に
初
出
場
初
優
勝
。
部
創
立

２６
年
目
で
全
国
大
会

（当
時
は
藤

井
寺
球
場
）
に
出
場
し
ベ
ス
ト
８
。

国
体
で
も
３
位
の
成
績
を
残
し
た
。

小
玉
先
生
が
監
督
に
就
任
し
た

の
は
昭
和
五
十
二
年
。
そ
の
年
は

奥
羽
大
会
に
出
場
し
た
も
の
の
１

回
戦
敗
退
。
翌
年
は
奥
羽
大
会
で

準
決
勝
進
出
。
昭
和
五
十

四
年
、

監
督
三
年
目
に
し
て
全
国
大
会
準

小

玉

徳

征

先
生

（二
十
期
）

優
勝
。
決
勝
戦
の
相
手
は
静
岡
商

だ

っ
た
。
延
長
１３
回
で
敗
れ
た
が
、

全
国
大
会
で
延
長
戦
に
な

っ
た
の

は
７
度
あ

っ
た
が
、
延
長
で
敗
れ

た
の
は
こ
の
時
だ
け
だ

っ
た
。

静
岡
商
と
の
対
戦
は
翌
年
も
続

い
た
。
栃
木
国
体
の
決
勝
戦
で
再

び
対
戦
。
今
度
は
日
没
再
試
合
寸

前
の
延
長
１６
回
表
、　
一
死
満
塁
か

ら
３
点
を
奪
い
前
年
の
雪
辱
を
果

た
し
国
体
初
優
勝
。

全
国
大
会
が
明
石
公
園
球
場
に

変
更
さ
れ
た
昭
和
五
十
六
年
、

こ

の
年
は
自
分
が
監
督
し
た
中
で
最

強
の
テ
ー
ム
だ

っ
た
と
今
で
も
思

っ
て
い
る
が
、
全
国
大
会

一
回
戦
で

ホ
ー
ム
ラ
ン
ー
本
の
た
め
に
敗
退

そ
の
敗
戦
を
バ
ネ
に
翌
年
昭
和

五
十
七
年
は
四
年
連
続
５
回
目
の

全
国
大
会
。
悪
戦
苦
闘
の
連
続
だ

っ
た
が
決
勝
戦
９
回
裏
の
土
壇
場

で
同
点
に
持
ち
込
み
、
延
長
１３
回
、

執
念
が
実

っ
て
念
願
の
真
紅
の
大
優

勝
旗
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
後
も
昭
和
五
十
八
年
か
ら
３

年
連
続
で
全
国
大
会
ベ
ス
ト
４
。

試
合
に
勝

つ
方
法
を
質
問
さ
れ

た
こ
と
が
あ
る
そ
う
だ
が

「私
は

い
い
生
徒
に
恵
ま
れ
て
い
た
の
で

す
よ
」
と
答
え
た
と
い
う
小
玉
先

生
の
言
葉
が
印
象
に
残
る
。

栃
木
国
体
優
勝
の
時
に
は
校
庭

の
記
念
碑
の
後
ろ
に
ト
チ
ノ
キ
を

記
念
植
樹
。
全
国
大
会
優
勝
の
時

に
は
購
買
近
く
に
キ
ン
モ
ク
セ
イ

を
記
念
植
樹
し
て
も
ら

っ
た
が
、

教
頭
と
し
て
母
校
に
赴
任
し
た
平

成
九
年
に
は
キ
ン
モ
ク
セ
イ
は
見

当
た
ら
な
か

っ
た
と
話
し
て
お
ら

れ
た
。

先
生

は
米
内
沢
高
校
長

で
退

職
。
退
職

一
年
後
か
ら
三
年
間
は

山
本
地
域
振
興
局

に
勤
務
し
た

が
、
現
在
は
自
宅
近
く
の
基
幹
農

道
沿
い
を
尼
子
岩
付
近
ま
で
約
５

キ

ロ
を
散
策
す
る
の
が
日
課
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
。

今
回
は
、
硬
式
野
球
部
出
身
で
、

高
校
野
球
の
監
督
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
方
々
か
ら
寄
稿
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

恩
師

の
言
葉

を
胸

に

超
え
ま
し
た
。

「
い
つ
の
日
か
甲

子
園
」
と
い
う
思
い
で
日
々
鍛
錬

し
て
い
ま
す
が
、
激
戦
区
神
奈
川

を
制
す
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
改
郷
で
試
合
結
果
を
気
に

か
け
て
く
れ
る
高
校
時
代
の
仲
間

の
応
援
は
私
自
身
の
心
の
支
え
で

す
。
今
年
八
月
に
は
野
球
部
長
だ

っ
た
金
谷
晴
隆
先
生
が
学
校
を
訪

ね
て
下
さ
り
激
励
の
言
葉
を
頂
き

ま
し
た
。
有
難
い
こ
と
で
す
。

数
年
前
、
指
導
に
迷
い
が
あ

っ

た
時
期
に
届
い
た
太
田
監
督
か
ら

の
年
賀
状
に
は

「最
後
ま
で
頑
張

る
こ
と
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

心
中
を
見
透
か
さ
れ
た
思
い
で
し

た
。
お
か
げ
で
こ
の
五
年
間
は
夏

の
大
会
で
八
強
に
三
度
進
み
、
何

と
か
体
裁
を
保

っ
て
い
ま
す
。
準

優
勝
が

一
度
で
甲
子
園
に
は
手
が
届

き
ま
せ
ん
が
、
四
人
の
教
え
子
が
早

慶
戦
に
出
場
し
プ
ロ
に
は
二
人
進
み

ま
し
た
。
ち
っ
ぽ
け
な
こ
と
で
す
が

少
し
だ
け
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
能
代
高
校
の
ま
す
ま
す

の
発
展
と
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
健

勝
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

部
活
動

の
絆納
　
谷
　
　
　
聡

（五
十

二
期
）

秋
田
県
立
鷹
巣
農
林
高
校

高
校
時
代
、
選
手
で
な
か

っ
た

題
　

能
代
高
校
で
教
鞭
を
と
ら
れ
た
先
生
万
ほ
当
時
の
思

い
出
を
綴
っ
て
い
た
だ
＜

「
恩
師
探
訪
」
の
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
は
、
文
字
通
り
恩
師
宅
を
訪
問
し
、
お
話
を
お
聞

鴎
き
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
（同
窓
会
広
報
担
当

・
小
林
）

全国大会優勝時、ダイヤモンド付近での胴
上げで舞い上がる小玉徳征監督

武

　

田

隆

（四
十
四
期
）

神
奈
川
県
鎌
倉
学
園

「泣
き
言
を
言
わ
ぬ
事
、
骨
を

埋
め
る
覚
悟
で
や
る
事
」
大
学
卒

業
の
時
に
頂
い
た
恩
師
太
田
久
監

督
か
ら
の
高
校
野
球
指
導
者
の
心

得
で
す
。
そ
の
言
葉
を
胸
に
三
十

年
の
時
が
流
れ
ま
し
た
。

私
は
現
在
、
神
奈
川
の
私
立
鎌

倉
学
園
中
学
高
校
で
体
育
教
師
の

傍
ら
高
校
野
球
の
監
督
を
し
て
い

ま
す
。
学
校
は
有
名
な
建
長
寺
に

隣
接
し
年
間
を
通
し
観
光
客
で
賑

わ
う
場
所
に
あ
り
ま
す
。
近
年
は

中
高
六
年

一
貫
生
の
比
率
が
高
く

な
り
、
お
坊
ち
ゃ
ん
タ
イ
プ
の
生

徒
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
勤
務
し

た
当
初
の
学
校
の
雰
囲
気
や
生
徒

の
気
質
は
能
代
高
校
に
似
た
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
自
由
で
伸
び
や
か

な
校
風
で
校
是
も
文
武
両
道
で
す
。

高
校
野
球
の
指
導
は
三
十
年
を
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自
分
が
今
の
立
場
に
い
る
こ
と
は

想
像
す
ら
出
来
な
か
っ
た
。
現
在
、

監
督
に
な

っ
て
十
七
年
目
を
迎
え

る
。
若
い
頃
は
無
鉄
砲
で
ト
ラ
ブ

ル
も
多
々
あ

っ
た
が
、
様
々
な
人

達
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
わ

る
こ
と
が
で
き
た
。

最
近
、
生
徒
達
を
見
て
い
て
、

上
下
関
係
の
希
薄
さ
を
感
じ
る
。

正
直
な
と
こ
ろ
現
役
時
代
は
、
監

督
以
上
に
先
輩
が
恐
か

っ
た
が
、

そ
の
厳
し
さ
の
中
で
色
々
な
こ
と

を
教
わ
り
、
助
け
ら
れ
た
。
そ
れ

が
伝
統
を
築
く
重
要
な
要
素
で
あ

り
、
知
ら
ず
知
ら
ず
に
成
長
出
来

て
い
た
の
だ
ろ
う
。
当
時
は
辛
か

っ
た
が
、
い
い
時
代
だ

っ
た
の
で

は
な
い
か
。

毎
年
夏
の
大
会
に
な
る
と

一
つ

上
の
先
輩

（
一
番
怒
ら
れ
、
殴
ら

れ
た
方
）
か
ら
必
ず
差
し
入
れ
が

届
く
。
先
輩
の
厳
し
さ
の
お
か
げ

で
今
の
自
分
が
あ
る
。
今
も
野
球

が
出
来
る
こ
と
を
大
変
幸
せ
に
思

い
、
そ
の
礎
を
築
い
て
く
れ
た
母

校
に
感
謝
し
て
い
る
。

高
校
野
球

袴

田

智

毅

盆
ハ
十

一
期
）

秋
田
県
立
大
館
工
業
高
校

幼
い
頃
、
父
に
連
れ
ら
れ
て
行

っ
た
能
代
公
園
近
く
の
市
民
球
場

が
高
校

野
球

と

の
出
会

い
で
あ

る
。
ア
イ
ボ
リ
ー
地
に
オ
レ
ン
ジ

の
ラ
イ
ン
の
入

っ
た

ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
が
、
テ
レ
ビ
で
見
て
い
る
巨
人

軍
の
そ
れ
と
重
な
り
、
憧
れ
を
抱

い
た
。
暗
く
な
る
ま
で
近
所
の
空

き
地
で
三
角
ベ
ー
ス
や
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
を
し
た
り
、
ラ
ン
ド
セ
ル

を
持
た
ず
グ

ロ
ー
ブ
だ
け
を
持

っ

て
登
校
し
か
け
、
よ
く
母
に
呆
れ

ら
れ
た
。
朝
か
ら
晩
ま
で
ボ
ー
ル

を
追
い
か
け
、
野
球
が
生
活
の
中

心
に
な

っ
て
三
十
年
近
く
に
な
る

が
、
生
活
は
少
し
も
変
わ

っ
て
い

な
い
。
七
歳
の
娘
は
、
父
が

『学

校
の
先
生
』
で
あ
り
、

「野
球
が

仕
事
で
は
な
く
、
授
業
を
し
て
給

料
を
も
ら
っ
て
い
る
ら
し
い
」
と

認
識
し
て
き
た
様
だ
が
、
五
歳
の

息
子
と
三
歳
の
娘
は
、
父
親
は
学

校
に

『野
球
遊
び
』
を
し
に
行

っ

て
い
る
と
勘
違
い
し
て
い
る
。

近
年
、
母
校
と
の
対
戦
で
は
連

敗
中
で
あ
り
、
目
標
と
す
る
と
こ

ろ
（全
国
で
勝
て
る
テ
ー
ム
作
り
）

へ
は
未
だ
到
達
し
て
い
な
い
が
、

下

技

の
巧
拙
に
あ
ら
ず
、
勝
敗

に
あ
ら
ず
“
高
校
野
球
は
試
合
に

の
ぞ
ん
で
自
ら
の
持
て
る
力
を
十

分
発
揮
で
き
る
よ
う
、
ひ
た
む
き

に
日
々
の
練
習
に
取
り
組
む
姿
勢

に
尊
さ
が
あ
り
、
野
球
を
通
じ
て

立
派
な
人
間
の
形
成
を
唯

一
の
目

的
と
し
て
い
る
』
と
い
う
学
生
野

球
憲
章
を
胸
に
、
秋
田
県
高
校
野

球
界
の
発
展
の
た
め
に
与
え
ら
れ

た
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。

4,527,563-4,058,420=469,143

H .基 金

同窓会会計報告
平成 19年 度 (平成 19年 9月 19日 より平成20年 8月 31日 まで)

1.経 常費

収入の部

《差引残高》
収入 支出      差 引残高

同窓会経常費予算
平成20年 度

(2)支

1 繰越金 435,504 435,504 前年度より繰り越し

2 入会金 1.684.800 1.684,800 7,200円×234名

3 会 費 21000,000 2.003.000

寄付金 0 0

5 その他 404,259 403.563

合  計 4,121,000 4,527,563 406,563

支出の部

1 会議費 250,000 274,904 24,904 絡会、新年会補助 を支部会出席費用

慶弔費 20.000 101000 △ 10,000 校長見舞金

卒業関係資 380,000 374,460 △ 5,540
大会記念品 大 会金を基金

2,100,000 2,249,583 149,583 松隊発送、突内はがき、新聞広告

事務費 40,000 △ 30,991 金庫・式辞用紙

寄付金 1,000,000 1,000,000 能代高校教育振興会ヘ

事業費 280,000 140,464 △139,536 HP利用料等

基 金 0 0

予備費 51,000 0 △ 51,000

合  計 4・121.000 4,088,420 △ 62,880

預金額 貸付額

1 秋田銀行積立 29,784,872 30,133,958

2 秋田銀行定用 6,760,720 887,299 6.579円を含む

秋田銀行定期 1,000,000 1,002,065 2065円を台む

合  計 37,545,592 32,023,322 5,880,000

基金総額 37,545,592 37,903,322

(1)収 入

1 繰越金 469,143 435,504 33.639

2 入会金 1,634,400 1,684,800 △ 50,400 7,200円X227名

3 会 費 2,000,000 2,000,000 0

4 寄付金 0

5 その他 696 △  239 預金利息など

合  計 4・104,000 4,121,000 -17,000

1 会議費 280,000 250,000 格会手補'力、 な 文郎会出席

2 慶弔費 20,000 20,000 電報

卒業関係費 380,000 3801000
入会記念品 入会金の 部
を基金へ

2,200,000 2,100,000 100,000 会報印刷 発送費 はがき新聞広告

5 事務費 40,000 事務用品、事務局員手当

6 寄付金 1,000,000 1,000,000 能代高校教育振興会へ

7 事業費 160,000 △120,000
インターネット利用料 H
P利用料

8 予備費 24,000 51,000 △ 27,000

合  計 4,104,000 4,121,000 -17,000

平成20年3月卒業生 進路状況―覧

生徒数

男 女

120 114 234

大学
国公立 68 47 115

私 立 36 47 83

短大
国公立 2

私 立 0 3 3

専修・各種学校 3 8

就 職 3 3 6

その他 9 5 1 4



平成20年12月 1日 第 20号     能 代高校同窓会 ・松陵

平
成
２。
年
度
　
同
盟
喬
合
〓
盗
い
合
〓
　
報
告

今
年
は
プ
ラ
ザ
都
を
会
場
に
開
催

ず有式ェ甲基包饗昴象で と らけ期者氏を｀
ま ら雲 に期 霊 か 参 宴 前 や

｀
が そ の代ル径本走晶霊J臣腎黎害喬審警妥悠堕含嘉毛萎堀五堅尾袈の言ラ長衰唇各琶

平
成

二
十
年
度

同
窓
会
総
会

は
、
九
月
十
九
日
（金
）午
後
六
時

か
ら

「プ
ラ
ザ
都
」
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

昨
年
ま
で
は
料
亭

「金
勇
」
で

開
催
さ
れ
る
の
が
恒
例
と
な

っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
本
紙

一
面
の
同

窓
会
長
の
こ
と
ば
に
も
あ
る
よ
う

に
、

「金
勇
」

の
閉
業
に
と
も
な

っ
て
の
会
場
変
更
で
す
。
八
月

一

日
の
役
員
会
で
、
今
年
度
の
会
場

を
、
総
会
は

「プ

ラ
ザ
都
」
、
新

年
祝
賀
会

（２‐
年
１
月
２３
日
）
を

「平
安
閣
」

で
行
う
こ
と
を
決
定

し
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
八
十

一
名
の
出
席
で
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
旧
制
の

会
員
の
出
席
が
な
い
初
め
て
の
総

会
と
な
り
ま
し
た
。

会
次
第
に
従

っ
て
最
初
に
改
人

へ
の
黙
祷
を
捧
げ
、
回
中
仁
純
会

長
（
２５
期
）、
山
本
達
行
校
長
（
３９

期
）
の
あ

い
さ

つ
の
あ
と
議
事
に

入
り
、
会
務
報
告
、
会
計
決
算
報

告
が
な
さ
れ
、
平
成
二
十
年
度
予

算
案
、
事
務
局
開
設
に
伴
う
会
則

の
改

訂
に

つ
い
て
の
提
案

が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
の
中
で
、
事
務
局
員
に
対

し
ガ
ソ
リ
ン
代
程
度
の
謝
礼
を
支

払

っ
て
は
ど
う
か
と
の
提
案
が
あ

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
収
入

の
部
の

「そ
の
他
」
の
金
額
が
大

き
い
こ
と
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
、
事
務
局
か
ら
内
容
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
役
員
改
選
の
年
に
当

た
り
、
選
考
委
員
会
か
ら
新
役
員

の
推
薦
が
あ
り
、
別
表
の
と
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
は
当
番
幹
事
三
十
八
期

の
伊
藤
洋
文
氏
の
進
行
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
校
歌
斉
唱
の
後
、
来
賓

て
能
代
市
長
齊
藤

さ

つ
が
あ
り
、

「

見
ま
す
と
名
前

の

て

い
な

い

の
は

が
校
歌
を
歌
う
姿

く
見
て
お
り
ま
し

し
て
話
し
始
め
た

中の期期
、

方の力ゞ年
祝
賀
会

に
引

も
抽
選
に
よ
り
５

田
久
志
投
手
の
サ

贈
ら
れ
た
。

同
窓
会
新
役
員

（
２０
～

２‐
年
度
）

顧
　
間
　
佐
々
木
　
　
　
満
（１５
期
）

会

長

日

中

仁

純
宏

期
）

副
会
長
　
浅
　
日
　
一晃
　
美
（１７
期
）

〃
　
　
続

　
　
　
　
隆
研

期
）

〃
　
　
此木
　
日
　
　
　
郁
（２４
期
）

〃
　

工

藤

茂

宮
而

期
）

〃
　

畠

山

良

子
硫

期
）

〃
　
　
佐
　
藤
　
辻
厄
　
嗣
（３０
期
）

〃
　

山

日

喜

行
の

期
）

〃
　

飯

坂

誠

悦
密

期
）

〃
　

柴

日

寛

彦
研

期
）

〃
　
　
塚
　
本
　
首
小　
子
（４２
期
）

監

査

大

坂

昇

頁
２３
期
）

〃
　

袴

日

俊

英
行

期
）

″
　
　
泉

　

　

牧
　
子
硲

期
）

新
年
れ
質
会
か
ら

会
報
発
行
が
年
１
回
の
た
め
総

会
報
告
が
中
心
に
な
り
新
年
祝
賀

会
の
内
容
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は

少
な
い
が
、
平
成
２０
年
１
月
２５
日

の
新
年
祝
賀
会
で
は
新
企
画
が
披

＞

サインボールを手に喜ぶ

山田孝行氏 (32期)右 上と

野村松信氏 (48期)左

子負三督挫蘇軽釜登品
°
穐苔弘切埋塑ンの続署嘉軍業マ盃扇; ご うだ に席 宣

ぁ 晶 絹 努 奮 罫 魂 謡 智は同|～
等 ヤ 爺～ 等 ヤ 爺～ 器 ヤ 静～ 等 サ 爺～ 等 ヤ 齢

同期の方と一緒にしました)

S 警 ♀型 ゴ 城 毒 A ヽ . ゴ 宅 諮 占
や
す鯖 ぜ 裂

明 、

α 里 斐 警 ク々寺 は 、市 十 薩 7 カ0 骨 H ■ H マ■キ立 たヽ 各ヒ奈 茉 u 刀 仏 + 古 南

報F京系豊P釜金替占予購韻拙鰈協ぽ偽鎌鴫が軽播柴艦ぷ
村松信、熊谷秀昭、鈴木真幹
【57期】虻川直樹     ノ

洋志メ尋だ牒 器越志扶群ぜ愁 ミ罵急鉄格器 メ精塩 芸揺堤払チ舎巡

露
さ
れ
た
。

そ
れ
は
能
代

球
場
の
愛
称
が

「山

田
久
志

サ

ブ

マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
」
と
命
名

近

さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
た
サ
イ
ン

ボ
ー
ル
。

今
回
は
抽
選
で
５
名
に
贈
ら
れ

た
。
新
春
か
ら
幸
運
に
恵
ま
れ
た

方

々
は
佐

藤

崇

史

氏

（
３７
期

）
、

佐

々
木
宏
氏
（４２
期
）、
金
谷
久
弥

氏
（４２
期
）、
熊
谷
誠
廣
氏
（３３
期
）、

近
藤
ハ
マ
子
氏
（２４
期
）。

藤ハマ子氏 (24期
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今
年
度
も
能
代
高
校
で
は
文
武
両
道
の

達
成
を
目
指
し
て
各
分
野
で
活
躍
を
示
し

ま
し
た
。
今
年
度
の
運
動
部

・
文
化
部
の

活
動
状
況
の
概
略
を
ご
報
告
し
ま
す
。

「体
操
部
」

男
子
団
体
　
２８
位

男
子
個
人

３０
位
　
平
元
拓
翔

（３
年
）

「
柔
道
部
」

男
子
個
人
　
一
〇
Ｏ
ｋｇ
超
級

ベ
ス
ト
‐６
　
信
太
耀
介
（３
年
）

「陸
上
競
技
部
」

女
子
走
幅
眺

予
選
出
場
　
船
山
美
智
子
（２
年
）

全
国
高
校
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
競
技
大
会

１
位
　
佐
々
木
詩
穂
（２
年
）

２
位
　
佐
藤
有
早
（２
年
）

３
位
　
藤
田
　
舞
（１
年
）

４
位
　
田
代
瑞
葉
（１
年
）

全
日
本
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
競
技
大
会
出
場

学
校
対
抗
５
位
入
賞
　
佐
々
木
詩
穂
（２
年
）

〃
　
　
　
　
佐
藤
有
早
（２
年
）

〃
　
　
　
　
藤
田
　
舞
（１
年
）

〃
　
　
　
　
田
代
瑞
葉
（１
年
）

「文
芸
部
」

全
国
高
校
生
短
歌
大
会

団
体
ベ
ス
ト
８
（３
人
と
も
３
年
）

大
高
綾

・
小
林
茜

・
淡
路
真
奈
美

「書
道
部
」

全
日
本
高
校

・
大
学
生
書
道
展

準
優
秀
賞
　
櫻
庭
裕
美
子
（３
年
）

田
村
葉
月
（２
年
）柴
田
寛
敬
（２
年
）鳴

津
由
希
子
（１
年
）山
谷
芽
衣
（１
年
）阿

部
咲
子
（１
年
）

「体
操
部
」

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
体
操
競
技
選
手
権

４６
位
　
平
元
拓
翔
（３
年
）

東
北
高
校
体
操
競
技
選
手
権

男
子
団
体
総
合
　
４
位

男
子
鉄
棒
１
位
　
平
元
拓
翔
（３
年
）

ゆ
か
３
位
　
平
元
拓
翔
（３
年
）

眺
馬
３
位
　
山
田
貴
大
（２
年
）

東
北
総
合
体
育
大
会

男
子
団
体
総
合
　
３
位

男
子
あ
ん
馬
３
位
平
元
拓
翔
（３
年
）

平
行
棒
３
位
平
元
拓
翔
（３
年
）

鉄
棒
　
１
位
平
元
拓
翔
（３
年
）

「柔
道
部
」

東
北
高
校
柔
道
大
会

一
〇
Ｏ
ｋｇ
超
級

ベ
ス
ト
８
　
信
太
耀
介
（３
年
）

六
六
ｋｇ
級

ベ
ス
ト
‐６
　
若
松
駿

一
（３
年
）

「陸
上
競
技
部
」

東
北
総
合
体
育
大
会

走
幅
眺
２
位
　
船
山
美
智
子
（２
年
）

東
北
新
人
陸
上
競
技
大
会
出
場

女
子
走
幅
眺
　
船
山
美
智
子
（２
年
）

走
高
眺
　
菅
原
真
実
（１
年
）

「硬
式
野
球
部
」

秋
季
東
北
大
会

一
回
戦
　
能
代
１
１
５
花
巻
東

「軟
式
野
球
部
」

北
東
北
大
会
（明
石
予
選
）

一
回
戦
　
能
代
２
１
１
弘
前
工
業

二
回
戦
　
能
代
４
１
７
専
大
北
上

「弁
論
部
」

東
北
地
区
中
学

・
高
校
デ
ィ
ベ
ー
ト
選
手

権
　
　
予
選
リ
ー
グ
敗
退

「卓
球
部
」

男
子
団
体

三
回
戦
　
能
代
０
１
３
秋
田
工

女
子
団
体

一
回
戦
　
能
代
２
１
３
男
鹿
海
洋

男
子
ダ
ブ
ル
ス

ベ
ス
ト
３２
　
菊
池

・
畠
山

「男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
」

団
体二
回
戦
　
能
代
３
１
０
鳳
鳴

三
回
戦
　
能
代
０
１
２
能
代
商

個
人
ベ
ス
ト
ー６
　
鳴
田

・
池
端

ベ
ス
ト
３２
　
佐
藤

・
渡
邊

安
井

・
加
藤

「女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
」

団
体二
回
戦
　
能
代
２
１
１
角
館
南

三
回
戦
　
能
代
１
１
２
秋
田
南

個
人
ベ
ス
ト
３２
　
伊
藤

・
千
葉

「
サ
ッ
カ
ー
部
」

一
回
戦
　
能
代
２
１
０
大
館
工

二
回
戦
　
能
代
０
１
２
秋
田
南

「柔
道
部
」

男
子
団
体
　
３
位

男
子
個
人
　
優
勝
　
信
太
輝
介

３
位
　
若
松
駿

一

ベ
ス
ト
８
　
菊
地
謙
吾

加
藤
幸
成

女
子
個
人
　
３
位
　
佐
藤
春
佳

「剣
道
部
」

男
子
団
体
　
予
選
リ
ー
グ
敗
退

女
子
団
体
　
予
選
リ
ー
グ
敗
退

男
子
個
人
四
回
戦
進
出

阿
部

一
馬

・
鈴
木
隆
介

「体
操
部
」

団
体
優
勝
（五
年
連
続
優
勝
）

個
人
　
優
勝
　
平
元
拓
翔

２
位
　
山
田
貴
大

３
位
　
木
村
学
人

「硬
式
野
球
部
」

春
季
全
県
大
会

二
回
戦
　
　
能
代
３
１
１
秋
田
商
業

準
々
決
勝
　
能
代
３
１
４
秋
田
南

甲
子
園
予
選
大
会

二
回
戦
　
能
代
０
１
１
平
成

秋
季
全
県
大
会

二
回
戦
　
　
能
代
５
１
２
秋
田
工

三
回
戦
　
　
能
代
１２
‐
３
角
館

準
決
勝
　
　
能
代
７
１
０
秋
田
中
央

決
勝
　
　
　
能
代
０
１
６
明
桜

「軟
式
野
球
部
」

春
季
大
会

一
回
戦
　
能
代
０
１
４
秋
田
工

全
国
大
会
県
予
選
（優
勝
）

一
回
戦
　
能
代
６
１
０
秋
田
工

準
決
勝
　
能
代
５
１
１
能
代
工

決
勝
　
　
能
代
３
１
１
秋
田
商

秋
季
大
会

一
回
戦
　
能
代
１０
１
０
本
荘

準
決
勝
　
能
代
１
１
２
秋
田
商

「無
線
部
」

秋
田
県
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
春
季
大
会

男
子
団
体
　
６
位

女
子
団
体
　
優
勝

女
子
個
人
　
１
位
　
佐
々
木
詩
穂

２
位
　
佐
藤
有
早

３
位
　
田
代
瑞
葉

４
位
　
藤
田
　
舞

「放
送
部
」

秋
田
県
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

朗
読
部
門
　
優
秀
賞
　
船
山
実
里

秋
林
萩
乃

ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門

優
秀
賞
　
平
山
翠
利

船
山
実
里

「吹
奏
楽
部
」

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

秋
田
県
大
会
　
銀
賞

「体
操
部
」

団
体
総
合
　
２‐
位

「陸
上
競
技
部
」

女
子
走
幅
跳

予
選
出
場
　
船
山
美
智
子
（２
年
）

「無
線
部
」

２
０
０
８
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
世
界
選
手
権

２３
位
　
佐
藤
有
早
（２
年
）

２４
位
　
佐
々
木
詩
穂
（２
年
）

「美
術
部
」

全
国
高
校
総
合
文
化
祭

文
化
連
盟
賞
　
山
崎
友
（３
年
）

「放
送
部
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
出
場

船
山
実
里

・
秋
林
萩
乃

・
平
山
翠
利

（３
人
と
も
３
年
）

全
国
高
校
総
合
文
化
祭
出
場

秋
林
萩
乃
（３
年
）

「無
線
部
」

「空
手
道
部
」

東
北
高
校
空
手
道
選
手
権

男
子
団
体
組
手
　
２
回
戦

女
子
団
体
組
手
　
１
回
戦

男
子
個
人
組
手

１
回
戦
　
松
森
雄
治
（３
年
）

女
子
個
人
組
手

３
回
戦
　
菅
生
真
衣
（３
年
）

男
子
個
人
形

２
回
戦
　
松
森
雄
治
（３
年
）

１
回
戦
　
福
岡
諒
太
（２
年
）

東
北
総
合
体
育
大
会

少
年
男
子
団
体
組
手

準
優
勝
　
福
岡
諒
太
（２
年
）

少
年
女
子
団
体
組
手

準
優
勝
　
菅
生
真
衣
（３
年
）

「水
泳
部
」

東
北
水
泳
大
会
出
場

男
子
個
人
　
小
日
島
卓
也
（３
年
）

渡
部
晃
平
（３
年
）工
藤
祐
（２
年
）

畠
山
季
樹
（２
年
）

女
子
個
人
　
渡
部
　
愛
（１
年
）

「体
操
部
」

「空
手
道
部
」

男
子
団
体

男
子
個
人

女
子
団
体

女
子
個
人

「山
岳
部
」

組
手
　
準
優
勝

形
　
３
位
　
福
岡
諒
太

４
位
　
松
森
雄
治

組
手
５
位
　
松
森
雄
治

組
手
３
位

組
手
３
位
　
菅
生
真
衣

男
子
　
八

一
・
五
点

女
子
　
オ
ー
プ
ン
参
加

「
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
」

一
回
戦
　
能
代
６７
‐
５４
角
館

二
回
戦
　
能
代
７５
‐
８７
大
館
国
際

「女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
」

ベ
ス
ト
８

一
回
戦
　
能
代
Ｗ
１
５５
大
館

二
回
戦
　
能
代
９７
‐
６５
由
利

三
回
戦
　
能
代
５９
‐
８５
湯
沢
北

「陸
上
競
技
部
」

男
子

一
〇
Ｏ
Ｍ
　
６
位
　
大
山
　
純

男
子
棒
高
眺
　
　
６
位
　
木
村
仁
士

男
子
四
〇
Ｏ
Ｍ
リ
レ
１
　
６
位

女
子
走
幅
眺
　
３
位
　
船
山
美
智
子

「
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
」

一
回
戦
　
能
代
０
１
２
明
桜

「女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
」

二
回
戦
　
能
代
２
１
〇
五
城
目

三
回
戦
　
能
代
０
１
２
横
手
城
南
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支
部
だ
よ
り

未
志

同
窓
会

淡

路

和

子

（五
ｒ
五
期
）

東
京
同
窓
会
の
平
成
二
十
年
度

総
会

・
懇
親
会
は
十
月
四
日
に
ア

ル
カ
デ

ィ
ア
市

ヶ
谷
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
来
賓
を
含
め
て
約

一

三
〇
名

の
参
加
が
あ
り
、
今
年
も

盛
大
な
会
と
な
り
ま
し
た
。
母
校

か
ら
は
山
本
校
長
先
生
に
ご
出
席

た
ま
わ
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

講
演
会
に
は
、
Ｊ
Ａ
秋
田
や
ま

も
と
で
Ｊ
Ａ
ン
ビ

ニ
Ａ

ｎ
ｎ
Ａ

ｎ

の
開
店

・
運
営
に
尽
力
さ
れ
て
ご

活
躍
中
の
泉
牧
子
さ
ん

（四
十
八

期
）
を
講
師
に
お
招
き
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は

「Ｊ
Ａ
ン
ビ

ニ
立
ち
上

げ

の
裏

話
～
本
当

は
怖

い
食

の

話
」
。
食
物

の
問
題
が
と
り
ざ
た

さ
れ
て
い
る
昨
今
で
す
が
、
食
の

安
全
に
取
り
組
む
頼
も
し
い
同
窓

生
の
お
話
に
、
み
な
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
尺
八
奏
者
の
金
野
鈴

道
さ
ん

（三
十
八
期
）
に
出
演
し

て
い
た
だ
き
、
そ
の
演
奏
に
圧
倒

さ
れ
ま
し
た
。
例
年
ど
お
り
加
藤

和
海
さ
ん

（三
十
六
期
）
も
飛
び

入
り
で
ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り
を
披

露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
年
は
七
十
七
、
七
十
八
期
と

い

っ
た
若

い
世
代

の
参
加
者
や
、

初
参
加
の
同
窓
生
も
多
く
、
た
い

へ
ん
う
れ
し
い
こ
と
で
し
た
。
新

卒
の
同
窓
生
か
ら

「僕
ら
が
同
窓

会
を
盛
り
立
て
て
い
く
！
」
と
い

う
宣
言
が
あ
り
、
今
後
の
同
窓
会

活
動
に
も
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

総
会
以
外
で
も
、
幹
事
会
で
意

見
を
出
し
あ

っ
た
り
、
会
報
で
近

況
を
報
告
し
あ

っ
た
り
、
同
好
会

で
親
睦
を
深
め
た
り
、
同
窓
会
を

楽
し
む
形
も
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
京
同
窓
会
の
ホ
ー
ム

ベ
ー
ジ

・
ア
ド
レ
ス
が
八
月
末
よ

り
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
掲
示
板

や
ブ

ロ
グ
な
ど
、
東
京
以
外
の
同

窓
生
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
い
て

盛
り
上
が

っ
て
お
り
ま
す

の
で
、

ど
う
ぞ
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

ゴ
命
命
ｏ
く
＼
∽
Ｆ
Ｏ
ヽ
く
〇
汗
①
Ｄ
】
レ
民
の
げ
ヽ
の
時
・

命
Ｏ
ｐ
ｐ＼秋

ロ
△
〓
Ｆ頁

勝
　
己

（三
十
期
）

同
窓
会
秋
田
支
部

の
総
会
は
、

平
成
二
十
年
十
月
十
七
日
午
後
六

時
か
ら
秋
田
市
山
王
に
あ
る

「ふ

き
み
会
館
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

例
年
参
加
者
が
減
少
し
て
い
ま

し
た
が
今
年
は
七
十
四
名
と
久
し

ぶ
り
に
増
加
し
安
堵
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
同
窓
会
本
部
か
ら
は
飯
坂

誠
悦
副
会
長
、
学
校
か
ら
は
山
本

達
行
校
長
先
生
に
ご
出
席
い
た
だ

き
ま
し
た
。
久
し
振
り
に
母
校
の

近
況
を
聞
き
、
歳
を
と
れ
ば
と
る

ほ
ど
母
校
を
懐
か
し
く
思
い
出
し

ま
し
た
。

今
回
の
総
会
で
は
第
四
十
四
期

の
島
田
洋

一
秋
田
大
学
医
学
部
の

整
形
外
科
学
分
野
教
授
に
講
演
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
演
題
は

「高

齢
者
の
転
倒
防
止
」
と
い
う
こ
と

で
高
齢
に
な

っ
て
も
足
腰
を
丈
夫

に
す
る
手
軽
な
運
動
を
紹
介
さ
れ
、

皆
熱
心
に
拝
聴
し
ま
し
た
。
秋
晴

れ
の

一
日
参
加
者

一
同
心
ゆ
く
ま

で
懇
談
に
花
を
さ
か
せ
ま
し
た
。
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Ｏ
Ｏ
後
記
乳
樺脚脚帥輪唯獅厳師態唯揮崩現鱒

担
当
が
実
際
に

「松
陵
」
の
編
集
作
業
を
行

っ
た
の
は
今
号
か
ら
。
担
当
５

名
の
う
ち
学
校
に
勤
務
す
る
同
窓
会
員
は
１
名
。
全
員
で
相
談
す
る
こ
と
も

難
し
く
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の
連
絡
が
中
心
と
な

っ
た
。

８
月
中
旬
の
業
者
選
定
の
入
札
か
ら
始
ま
り
、
割
付

・
原
稿
依
頼

・
校
正

終
了
が
１０
月
末
。
よ
う
や
く
の
こ
と
で
１２
月
１
日
発
行
に
漕
ぎ

つ
け
た
。


